
防 虫 科 学 第 41 巻-1Ⅴ

StudiesontheToxicActionofInsecticidesagainstInsects.ⅠⅠ.QuantitatiyeExpressiorLOf

ToxicitiesofSeveralInsecticidesagainstLarvaeoftheTobaccoCutworm,Spodoptera

litura(Fab.)(Lepidoptera:Noctuidae)andoftheGreaterWaxMoth,Gatterね meltoneLta

I..(Lepidoptera:Pyralidae). KimihikoSAでOandMasanaSuwANAl(FacultyofAgriculture,
TokyoUniversityofAgricultureandTechnology,Fuchu,Tokyo,Japan)ReceivedMay21,

1976.Botyu･Kagaku,41,152,1976.(withEnglishSummary159)

26. 殺虫剤の昆虫に対する致死作用に関する研究 (第2報)数種殺虫剤のハスモンヨ トウ

幼虫およびハチ ミツガ幼 虫 に対 す る殺虫効力の定量的表現法 佐藤仁彦,諏訪内正名 (火京

良工大学良学瓢 東京都府中市幸町3-5) 51.5.21受理

(1) 人工飼料で飼育した令の異なるハスモンヨトウ幼虫に対する5種殺虫刺 (DDVP,マラソン,

パラチオン,γ-BHCおよび NAC),およびハチミツガ幼虫に対する3種殺虫剤 (DDVP, パラチ

オンおよび γ-BHC)の施用薬虫 ･致死時間の関係を調べた.

(2) 殺虫剤の施用には, 供試虫に所定氾皮の兆紋をミクロピペットを用いて塗布する方法を適用し

た.この場合.施用非虫 (W)は薬状氾皮と塗布容虫の税によって求まる.

(3) 処理後の幼虫を1琉づつ小型シャーレに移し. 活動状況を詳細に観恭し, 全く動かなくなる時

点を致死とした.

(4) 体誼が一定の虫の個体群については,限非致死施用薬宜を Wo,限界致死時間を Toとすれば.

施用鵜泣Wと致死時間Tの関係は,(W-Wo)(T-To)=Kの式で表わされる関係にあり, Kは定

数となる.虫の体盃が大になろにしたがって, Kの値は大になるが,Kと虫の体重 (M)との関係

はK-aM+Bなる-次式で表わし得ろことが判った.a,Bは虫と殺虫剤との組合せによって決ま

る定数である.

(5) 施用薬虫をFLg.致死時間をhr,虫体重をmgで表わすと,ハスモンヨトウ幼虫の場合には,

DDVP,マラソン.パラチオン.r-BHCおよび NACについて,aはそれぞれ,0.ll,1.7,0.15,

1.0および0.62(10~ahr)の数値となり.Bはそれぞれ.0,-4.0,4.0,-7.0および0(FLg･hr)

の数岨となった. また,ハチミツガ幼虫の場合,I)DVP, パラチオンおよび γ-BHCについて,

aはそれぞれ 0.18,5.0および24(10~3hr),BはO,80および0(FLg･hr)の数値となった.

(6)火映hfj火を盤f!!して村られたK-aM+Bという一次式の係数aとB項の伯の大小により当該

昆虫に対するtJも誠鵜剤の効力を推定できることが判った.

令の異なるハスモンヨトウ幼虫に対す る殺虫剤の

効力については,サ.)チオン, ランネートのLD60億
についての葛西 ･Fi崎1)の報告,ランネート,ダース

バンの LCBOについて のir'3家 ら2)の報告,EPN.

DDVP.PAPおよびエンド))ンの LC60についての

杉野ら8)の報告があり,それらはいずれも幼虫の令が

進むにつれて.各薬剤の LD50他あるいは LC80値が

唄次増加するとしているが,体式との悶接を定立的に

表わしている報告はない.

兆剤による昆虫の致死共立については.諏訪内1,6･6)

が先さにアズキゾウムシ成虫を対象に数種殺虫剤の地

171兆iii-致死時間の関係を表わす実験式として,

(W-Wo)(T-To)-K (1)

を以示した. ここに,W :施用茶壷.Wo:限界致死

鮎川兆.払 T:致死時間,To:限界致死時間,Kは定

数となる.

llUW)では,半合成飼料で飼育した令の異なろヨト
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ウガ幼虫に対する数種殺虫剤の効力を訊べ,施用薬包

と致死時間の関係は,(1)式で表わされ Kは定数とな

り,しかも,Kの他が虫の体重 (M)と一次の朗族

K-aM+B (2)

で表わし得ることを報告した.

本報告は DDVP,マラソン,パラチオン,γ-BHC

および NAC を人工飼育したハスモンヨトウ幼虫に.

また DDVP. パラチオンおよび r-BHCをハチミツ

ガ幼虫に施用した場合,同様のことが成 り立つかどう

かを確かめるために行なった結果を取りまとめたもの

である.

本文に入るに先立ち,ハスモンヨトウ幼虫の以供if':

ぴに飼育方法等の卸教示をいただいた出林省四回出光

試験場釜野静也,小山光男両氏に厚くお礼を申し上げ

る.またハチミツガ幼虫の飼育にBgL恐切な助言を下

さった束京教育大学忠学部八木光夫,安居院宣昭両氏

に深謝すろ.
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材 料

供拭昆虫 :ハスモンヨトウ助か一皿林'h四回出黙試

験切出l'il'研死出において人工飼柑 )を与えて黙lt:網tr

小のもので.作_7Rlong(2令)-860mg(6命)の相

川の幼虫を.それぞれの火映Fl的の維riに到適した時

点において均一な体.7TL個t4:を退び山して眺試した.ハ

チミツガ幼虫一人工別科,)を与え. 暗所.28oCで朗

ffしたもので,体Eilong-180mgの稲畑の幼虫を,

それぞれの実験目的の体式に到達した時点において均

一な体重個体を選び出して供試した.

供試薬剤 :前報7)と同じ DDVP, マラソン, パラチ

オン,γ-BHCおよび NACの5種を供試し.所定英

#%YFgした.

実験および観察

薬剤施用法および施用薬量の求め方 :ミクロピペッ

ト7)を用いて薬紋を虫体に独布する方法を採用した.

この方法では. 供試薬紋の洗皮を Sc, 換布紋の容員

をSvとすると,施用燕昆Wは,W-ScxSvで求ま

る.

この施用方法では.炎紋が損失なく虫体全面に均一

に塗布きれることが好ましい.そのた軌 あらかじめ

供試虫に対し上の条件をみたす睦布客員を調べ.適当

なミクロピペットを用いろことにした.体茄10mgの

幼虫の場合1/Jt,100mgの幼虫で5FLLの容丑のものが

適当であった.

処理昆虫の致死までの状態変化の表現法および致死時

間の決め方 :薬剤処理後の虫は薬剤の施用faおよび貿

巧によって異なるが,作用が強い場合には,はじめの

正常状闇から種々の症状を経て死の状僧に到達するこ

とになる.種々の症状の状問を6位の状僧7)に分けて

数値化し,状闇V(刺激を与えても全 く反応を示さな

い)に至ったものを致死と判定した.薬剤処空即寺から

致死までに要した時間をその虫の致死時間(T)とし,

以後の観察を打ち切った.

ハスモンヨトウ幼虫についての実験

(i) DDVP:体盃 (lo主o.5)mg, (40j=1)mg,

(100±2)mg,(210±3)mgおよび (860土10)mgの

虫を供試した場合,Tablelはl頭の虫おのおのに節

2項の渋皮の薬液を第3項の容朋T.'けミクロピペット

で牲布した場合の条件,計算瓜 致死時問の概gu他な

どを取りまとめたものである.施用兼良(W)は耶2項

(Sc)と郡3耳Ⅰ(Sv)の数値の机にi:って求まり,第

4qlの肌となる.それに対応する5回反役の平均致死

時間は耶5Fl(T)の値となる.薬剤施用後の虫を1頭

づつシャーレに移し.25oCにおいて観察した.

(ii) マラソン :体延 (10土0.5)mg,(40士1)mg,

(l00 土2)mgおよび (210土3)mgの虫を供試し,虫

1琉おのおのに上記と同じ方法でマラソンを施用した

切介の条件.計算値,致死時間の観測値などを取 りま

とめT=ものが Table2である. 施用薬量は第 4項の

肌 それに対応する5反復の平均致死時間は第5項の

肌となる.

(iii) パラチオン:(10±0.5)mg,(40±1)mg,

(100±2)mg,(210土3)mgおよび (700±8)mgの

虫を供試し,虫 1頭おのおのに上記と同じ方法でパラ

チオンを施用した場合の条件,計算値,致死時間の観

測値などを取 りまとめたものが Table3である.施

用薬包は第4項の胤 それに対応する5反復の平均致

死時間は第5項の値となる.

(iv) r-BtIC:(10土0.5)mg,(40土1)mg,(120

±2)mgおよび (380土5)mgの虫を供試し,虫 1頭

おのおのに上記とrLiJじ方仏で r-BtlCを施用した場合

の条件･.訓辞肌,致死時rLTUの概8岬 【などを取 りまとめ

たものが TablC4である.出川兆Eaは郡4項の凪

それに対応する5反uの5I/･均致死PIir'.耶ま郡5項の他と

なろ.

(V) NAC:(lo主o.5)mg,(40土1)mg,(100 ±2)

mg.(380土5)mgおよび (750土8)mgの山を供試

し.虫 liFLiおのおのに上記とfL-8じ方法で NACを施用

した場合の条作.;汁,TMlrt.致死時rL"Jの概blTHdなどを取

りまとめたものが Tablc5である.助川1兆駅は邦4

項のId,それに対応する5Lifuの叩均致死時間は郡5

項の肌となる.

ハチミツガ幼虫についての央駿

(i) DDVP:体_7Ti(lo主o.5)mg.(25土1)mg,

(60土2)mgおよび (180土3)mgの虫を供試した場

令,Table6は1更正の出おのおのに節2項の濃度の薬

淡を節3項の窄机だけミクロピペットで塗布した場合

の条件,計罪胤 致死時間の観測値などを取 りまとめ

たものである.施用薬量 (W)は第 2項 (Sc)と第 3項

(Sv)の数値の矧 こよって求まり,節4項の他となろ.

それに対応する5回反復の平均致死時間は節5項(T)

の伯となる.燕剤施用後の虫を1頭づつシャーレに移

し,25oC において観察しT:.

(ii) パラチオン:(lo主o.5)mg. (25土1)mg.

(60土2)mgおよび (180土3)mgの虫 を眺試し,虫

1頭おのおのに上記と同じ方法でパラチオンを施用し

た場合の条件,計罪披,致死時間の観測値などを取 り

まとめたものが Table7である.施用薬量は第4項

の値,それに対応する5反復の平均致死時間は第5項

の値となる.

(iii) γ-BEG:(10j=0.5)mg,(25土1)mg,(60

土2)mgおよび (180土3)mgの虫を供試し.虫 1頭

おのおのに上記と同じ方法で γ-BHCを施用した場合
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の条件,計算値,致死時間の観atlj値などを取りまとめ

たものが Table8である.施用薬包は第4項の値,

それに対応する5反駁の平均致死時間は第5項の値と

なる.

結 果

ハスモンヨトウ幼虫についての結果

(i) DDVP:体重40mgの供試虫への施用薬塁

(W)とその薬剤による供試虫1頭当りの平均致死時間

(T)は Tablel第4項および第5項に示す通りであ

る.ここで,これらの数値を,縦軸にWを依軸にTを

とり,両対数グラフ上に移しプロットすると,Fig.1

の白三角印のように配 置される. 同様に,体重10,

100,210および 860mgの虫についてのWとTは同表

の第4項および節5項に示す通りであり,体重 40mg

の場合と同様に.Wを縦軸にTを枝軸にとり,両対数

グラフとして図示すれば,体重40mgと同じ傾向の双
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曲線状の配置となるが,図は省く.

(ii) マラソン:体盃40mgの供試虫について調べ

られた施用非違(W)とそれに対応する虫の平均致死時

間(T)は Table2第4項および節5項に示す通りで

ある.これらの敷地を,縦軸にWを岨紬にTをとり,

両対数グラフ上にプロットすると,Fig.1の幻三角Eu

のように配置される.同様に,体重10,100および

210mgの供試虫についてのWとTは同Iitの節4項お

よび第5項に示す通りであり.体重40mgの場合と同

様に両対数グラフとして図示すれば,同じ似向になる

が,図は省略する.

(iii) パラチオン:体重40mgの供試虫への施用北

畠(W)とそれによる虫の平均致死時間(T)は Table3

第4項および第5項に示す通りであろ.これらの数伯

香,上記と同様に両対数グラフ上にプロットすると,

Fig.1の巣丸印のように配ETBtされる.同様に.体重10,

100,210および 700mgの虫についてのWとTは同表

0.1 0.5 1 5 10 50 100

Lethaltime,T,hr

Fig.1. Relationbetweentheapplieddoseandthelethaltimeoifiveinsecticides
against40mglarvaeoES.Lftura. △:dichlorvos,▲:malathion,
● :parathion,◎:γ-BIiC,○:carbaryl.
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の郡4胡および那5qlにホす辺りであり.体爪40mg

の切介と同様に雨対放グラフとして図'T(すれば.同じ

qlrlllになるが,図は'hlnI'iする.

(iv) ㍗-JllIC:体m 40mgの山へ のW とTは

T.lblc4郡4nllおよび耶5項に示す辺りである.こ

れらの放fll(を上把 とrl-''HRにグラフ上に図示すると.

Fig.Iのニ_m丸のように和田される.同様に,休爪10,

120および380mgの虫についてのWとTは同表に示す

通りであり,図示すれば,体重40mgと同じ傾向とな

るが,図は省く.

(Ⅴ) NAC:体重40mgの虫へのWとTはTable5

に示す通りである.これらの数値を上記と同様にして

グラフ上にプロットすると,Fig.1の白丸印のように

配置される.同様に.10,100,380および750mgの

虫についてのWとTは同表に示す通りであり.図示す

れば,体fE40mgと同じ傾向となろが,図は'B岬す

る.
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ハチミツガ幼虫についての結果

(i) DDVP:休爪25mgの仇.訳出への舶用黙れ
(W)とその5tB剤による鵬.TJ虫l打i当りの平均致死時m

(T)は Table6那4qIおよび那5glJこ示す通りである.

これらのE(AI'lを.鰍T伽こWを脚伽こTをとり,雨対放

グラフ上に移しプロットすると,Fig.2のr:1三IrJ印の

ようにWL旧 されろ.同様に,休屯10.60および180mg

のdlについてのWとTは岡安の節4才Ⅰおよび耶5耳目こ

示す通りであり.体_爪25mgの場合と同様に.桐対放

グラフ上に図示すれば.同じ傾向の双曲線状のWL:円と

なるが,図は省く.

(ii) パラチオン:体式25mgの供試虫へのWとそ

れに対応するTは Table7節4項および邦5FIに示

す通りである.これらの数値を.上記と同様に両対数

グラフ上にプロットすると.Fig.2の烈丸印のように

配㌍されろ.同様に.体_TrHO,60および 180mgの虫

についてのWとTは悶次の耶4qlおよび那5卿 こ示す

0.1 0.5 1 5 10 50 100
Lethaltime,T,hr

Fig.2. Relationbetweentheapplieddoseandthelethaltimeofthreeinsecticides
against25mglarvaeofG.mello〝elLa. △:dichlorvos, a:parathion,◎:γ-BHC.
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皿りであり,体重 25mgの場合と同様に図示すれば,

Fdじ帆J'i)の双曲線状の配置となるが.図は省略する.

(iii) r-BBC:体盃25mgの供試虫へのWとそれ

に対応するTは Table8第4項および第5項に示す

池l)である.上記と同様に両対数グラフ上にプロット

すると.Fig.2の二重丸印のように配置される.同様

に.LJ;:JT(10,60および 180mgの虫についてのWとT

はW泌 こ示す通りであり,図示すれば,体重25mgと

Mじ帆''dの配位となるが,図は省略する.

考 察

体韮 40mgのハスモンヨトウ幼虫 1頭 に対す る

DDVPの地171兆虫(W)と5反致による処理幼虫の平

均致死時.lu(T)との関係は Fig.1に白三角印で示し

てあるが.これをみると,等辺双曲線的関係に配列さ

せていることが判る.そこで,前報7)と同じ要鍋で,

附非致 死施用兆虫 Woおよび限界致死時間Toを

Tablelの放岨または Fig.1上にそれぞれ求めてみ

ると.Wl岩0.5FLg,T0-0.1hrとなる. ここで,

Tablelの観8u伯W,Tおよび上記のようにして求

めたWl.Tlをそれぞれ対応せしめた数値として取り

まとめてみろと.Table9のようになる. これらの

数伯を,先さに諏訪円 リ･8)が投出した(I)式

(W-Wo)(T-To)-K (1)
に代入してみると,それぞれの実測のW,Tについて

Kのlu'tが肌11される.このようにして求められたKの

放他を Tablc9節5項に示す. 同様の取り扱いによ

り.休爪10,100,210および 860mgの虫のそれぞれ

につき.Wo,Toを求め,Tablelの観au伯W.Tに

兆づき.Kの伯を求め,それらを取りまとめてみると.

抑
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Table9のようになる.

同様の計算をマラソンについて,体盃10,40,100

および 210mgのハスモンヨトウ幼虫に対して行ない,

得られたKの値はTablelO第5項に示す通りであ

る.

パラチオンについて,体重10,40,100,210および

700mgのハスモンヨトウ幼 虫のそれぞれにつき.計

算により得られたKの値は Tablell節5項 に示す

通りとなる.

r-BHCの場合,体重10,40,120および380mgの

ハスモンヨトウ幼虫のそれぞれにつき,計算し得られ

たKの値は Table12第5項となる.

NACの場合, それぞれの体重のハスモンヨトウ

幼虫につき,計算により得られたKの値は Table13

第5項のようになる.

Table9-Table13のWo,To,Kなどの数値を取

りまとめ.Table14に示した.この表の邦6項には,

Table9-Table13の薬剤別,体重別に柑られたKの

位の範囲が示してある.第7項は平均丁血 邦8項は捺

準偏差を示す.第9項nはKの値が0とならない械本

数を示す.

体重 25mgのハチミツガ幼虫1頭に対する DDVP
の施用薬虫(W)と平均致死時間(T)との関係はFig.2

に白三角印で示してあるが,Fig.1と同様に等辺双曲

線的関係に配列されている.そこで,上記と同じ要領

で.W｡およびToをTable6の敷地または Fig.2上

に求めてみると,W0-0.5FLg.T0-0.15hrとなる.

ここで,Table6の観au値 W,Tおよび上記のよう

にして求めたWo,TOをそれぞれ対応せしめた敷地と

して取 りまとめてみると.Table15のようになる.

Weightoflarvae,M,mg Weightoilarvae,M.mg

Fig･3･ RelationbetweenKvaluesfordichlorvos(△),malathion(▲),parathion(●),
T-BHC (@)andcarbaryl(0),andtheweightoflarvaeofS.titura.
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これらの戯肌を先さと同様に(I)式に代入してみると,

それぞれの知 UJのW.TについてKのTlL'EがTFtJは れる.

このようにして深められたKの放IlfLを Tablc15郡5

171に示す.

川はの.汁印をパラ:7･オンについて,作mlO.25,60

および 180mgのハチミツガ幼山に対して行ない. 和

られl:KのrLl(は Tablc16那5JTiに示す過りとなる.

r-BHC の切fi. それぞれの作爪のハチミツガ幼虫

につき.計印し狩られたKのlLllは Table17郡5現の

ようになる.

Table15-Table17のW｡,T｡,Kなどの数値を取

りまとめ.Table18に示した. この表の第5項はK

の符四,節6項は平均値,第7項は標準偏差,第8項

nはKキ 0の群本数を示す.

次に.Table14のDDVPについて節3項 (ハスモ

ンヨトウ幼虫休fT()と那7項 (Kの平均TEli)とのBg係

を図上に移してみろ.すなわち,縦軸にKの帆 仏

和に体式(M)を取り.それぞれの数値をグラフ上に移

すと,Fig.3日三角印のように直線上に配列きれる.

この伝線は虫体IrEが 10-860mgの椅田内のものにつ

いて狩られたものであり,原点を通っていて,方向係

数が0.11となっている.すなわち.KとMとは･K-

0.11Mという一次の関係にあることになる.

同様にして,マラソンについては.KとMとの関係

は同図の烈三角印のように,方向係数 1･7.縦軸を切

る点が -4.0であることから,K-1･7M-4･0とい

う一次の関係にあることになろ.ただし,実験の花岡

は,虫体ir:L'.10-210mgであった.

パラチオンについては,同国の見t.丸印のように.方

向係数0.15,縦軸を切る点が4･0であることから･K

とMとの関係は.-次式K-0.15M+4･0と表わせる

ことになる (虫休調和閃.10-700mg).

γ-BHCについては.同図の二爪丸印を結んだよう

に.方向係数1.0,縦軸を切る点が-7･0であることか

ら,KとMとの凹係は.K-1.OM-7･0と表わせろこ

とになる (虫体ITrT(抱卵,10-380mg).

NACについては.同国白丸印を結んだ直線から,

方向係数が0.62で原点を通ることが判る.このことか

ら.XとMとは,一次式K-0･62Mで表わせる関係

にあることが判る (虫体歪柑札 10-750mg).

以上の5種薬剤のハスモンヨトウ幼虫に対するKと

Mとの関係を取りまとめてみると.いずれの場合も,

KとMとは一次の関係にある.すなわち.

K=aM+B (2)

で訟わし手Uることになる.ただし,Mは虫体弘 Oと

Bとは沸刑にLuする正教となる.おのおのの薬剤につ

いて,(2)式にO,B,M をそれぞれ代入して節出され

た計節.他を Tab]e14那10項に Kcalとして示した.

Table18のDDVPについて第2項 (ハチミツガ幼

虫体式)と茄6項 (Kの平均依)との関 係 を上記′､

スモンヨトウ幼虫 と同様 に図上に移 してみると,

Fig.4の白三角印のように直線上に配列される.この

J
t

I･
3

77
.
s

a

nt
t!

1
出

0 60 120 180

Weightollarvae,M, mg

Fig.4. Relation between K values for

dichlorvos(A), parathion (●)
andγ-BHC (◎),andtheweight
oflarvaeofG.mclto〃etla.
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沿線は原点を通り,方向係数が0.18となっている.す

なわも.K-0.18M という一次の関係にある (虫体式

羽互E札 10-180mg).

同様にして,パラチオンについては,同図の虫丸印

のように,方向係数5.0,縦軸を切る点が80の K-

5.OM+80と表わせる直線になる (虫体重稲田.10-

180mg).

γ-BHCについては,KとM との関係は同図二重丸

印のように,方向係数24で原点を通る.すなわち,

K=24M と表わせる直線の関係にあることが判る (虫

体重範囲,10-180mg).

以上の3班薬剤のハチミツガ幼虫に対するKとMと

の関係は.ハスモンヨトウ幼虫の場合と同様に.先述

の-次式(2)式で表わし得ることが判った.おのおのの

薬剤について, (2)式にa,B,Mをそれぞれ代入して

卯Ejjされた計節他を Table18節9項に Kcalとして

示した.

本別兜の)A;･本的考え方7)からすれば.薬剤の効力は

Kのrdlが小さいほど大きいことになる.Kの値は.(2)

iCK-oM+Bにおいて,虫体韮(M)の係数aに主に

支配されることから,おおむね,aの値が小さいほど

兆剤の効力が大きいといえよう.

ハスモンヨトウ幼 虫 に対す る5超薬剤のKの低

は,Fig.3のおのおののグラフにみろように,体重が

10mg付近では,どの直線もおおむね近接しているこ

とから大詔ない.つまり,効力は近似的になることが

推出されろ.

徴urrJではあるが.体_7Ti20mg付近 において,

r-BIiCとNACとはiEi線が交差していることから,

両兆剤の効力はこの体現の前後で逆転することになる.

葛西 ･li崎1)は本和と同系統 (四国農業試験場で累

代飼育中のもの)のハスモンヨトウ幼虫を用いて,

令期 の追 いによるサリチオンおよび ランネートの

LD60倍の変動について,約家ら2)は松山市で採袋し

た個体群 を用 いて, ランネートおよびダーズバンの

LC50位の変動について,杉野らS)は静岡県下田場で

採災した幼虫を用いて,EPN,DDVP.PAPおよび

エンド.)ンの LC60位の変動について調べ.令期が進

むとLD60伯またはLC50位がIIB次増大することを報

岱している.泊家ら2)および杉野ら8)の数値は示強変

数であるLC=0位を韮幣にしたもので,本報告のKの

他とは-LEi抜的に比較できないが,それら三者1AS)はい

づれも.本研究の虫体韮増加に比例してKの値が増大

するという結果と本質的には同じ傾向にあることを指

摘しているものといえろ.

帆拙7)で.半合成飼料を用いて飼育した令の異なる

ヨトウガ幼虫に対する DDVP, マラソン,パラチオ

ン.T-BIICおよびNACのKの値 と虫体盃との関係
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について調べ,一般式 としては(2)式 と全 く同じ形

K-dM+βで表わせることを報告したが,係数αお

よびβの項は,今回の供試虫ハスモンヨトウ幼虫に

対する値とは異なっている.例えば,NACの場合,

αの値がヨトウ幼虫に対しては2.1であったが,ハス

モンヨトウ幼虫に対しては0.62であり,約すになって

いる.すなわち,前者よりも後者に対して約3倍効力

が大であるということになる.

ハチミツガ幼虫に対する3種薬剤のKの他は,Fig.

4のグラフにみるように,DDVPについては,(2)式

のaの値が小さく,体魂が増加してもKの伯がそれほ

ど大きくならないが,パラチオンおよび r-BHCの場

令,体盃の増加によりKの伯が急激に大きくなること

が示されている.

前報7)のヨトウガ幼虫に関するものと,今回のハス

モンヨトウ幼虫およびハチミツガ幼虫に関するもの

とを比較してみると,DDVPについては,βの値が

ヨトウガ幼虫,ハスモンヨトウ幼虫およびハチミツガ

幼虫に対してそれぞれ,0.10,0.11および0.18であ

り.近似している.すなわち,効力にあまり差がない

と見なしてよい.しかし,パラチオンの場合.βの値

が3超の幼虫に対して,それぞれ,0.07,0.15および

5.0とかなり異なっており,さらに,γ-BHCについて

みれば,それぞれ.1.5,1.0および24となっており,

昆虫種が異なるとβの値が大きく異なっていることが

判る.

この要因として考え得ることは,幼虫個有の体成分

特に,水分含有虫と脂質含有星の比,つまり.おのお

のの薬剤の体紋と脂質に対する分配率の迎い,および

薬剤分子の酵素系への到達速度,酵素との反応速度な

どと考えられるが. これらの点については,今後の研

究に待ちたい.

実用面からみると,一次式(2)式のaの低の大小が_TR

要な意味を持つことになる.すなわち,αの他が小さ

い場合には,虫休韮Mの大小はKの旭に大きく響かな

いが,aの伯が大きい場合には.虫体韮Mが大になる

と,Kの値がそれに応じて急激に大きくなるため,M

が大きい虫を致死させるためには.大畠の薬fitを要す

ることになる.実用上では,このようなOを与える鵜

剤と虫との組合せの場合には,薬剤の殺虫効架は那 S

できず,若令幼虫に対してのみ,効力が発揮されるこ

とになる.

結 論

令を異にするハスモンヨトウ幼虫に対す る5孤殺

虫剤 (DDVP,マラソン,パラチオン,㍗-BHCおよび

NAC),ハチミツガ幼虫に対する3種殺虫剤 (DDVP,

パラチオンおよびr-BHC)の施用薬包W と致死時間
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Tの関係を調べた紡El.それらがいずれも.(W-W.)

(T-To)-Kの式で袈わきれる関係にあり,しかも.

定数Kと虫休mMとは K-aM+D という一次の関係

で表わしilJるということが判った.係数aおよびB

の切のllrHま殺虫剤と虫との糾介せによって決まる定数

であり.施用紫机を/Lg.致死時間をhr,山休mを

mgで淡わすと,ハスモンヨトウ幼虫の場合には.

DDVP,マラソン,パラチオン,γ-BHCおよびNAC

について,βはそれぞれ,0.ll,1.7,0.15,1.0およ

び0.62(10~Shr)の数値となり,Bはそれぞれ 0,

-4･0,4･0,-7･0および0(〃g･hr)の数値となった.

また,ハチミツガ幼虫の場合,DDVP,パラチオンお

よびγ-BHCについて,aはそれぞれ,0.18.5.0お

よび24(10~Bhr),BはO,80,0(/Jg･hr)の数伯とな

った.
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Summ8ry

ExpcHmentsontherelationbetwccntheapplied

doseand thelethaltimeoEsomeinsecticides

againstthevarI'ousI'nstarlarvaeofthetobacco

cutworm,S♪odoJ)tcya LftuYa (Fab.)andofthe

grcatcrwaxmoth,GCltm'amelEonctlaL were

performedinlaboratory.

Whenacertaindose ofan insecticide was

appliedagainstalarvaanditwaskilledbytlle

insecticidalactiona一terabriertime,theproduct

of(W-Wo)and(T-To),冗,hadanapproxima･

telyconstantvalueasgiveninequation1,

(W-Wo)(T-T｡)-K (1)

where,W isthedoseolaninsecticideapplied,

W｡istheminimumapplieddoseofthe'insecticide

forki川ngthelarva,T isthelethaltimeofthe

larvaandT｡istheminimum lethaltime.The

valueofK foraninsecticideincreasedstraightly

withthelarvaedeveloplng.

Furthermore,an equation on the relation

betweenK valueand thewcightoflarva.M,

wereobtainedasfollows,

K-aM+B (2)

where,aandBaredeterminedbyacombination

ofaninsecticideandaninsect.Withexpressing

K in/Lg･hrandM inmgwithincquation2,on

S.LELura,avaluefordich]orvos,rormalathion,

forparathion.torr-BHC andforcarbarylwere

0.ll.1.7,0.15,1.0and0.62,andBwere0,

-4.0,4.0.-7.0and0respectively. Ontlle

larvaeolG.mctloncLla,avaluefordichlorvos,

forparathionandforγ-DHCwere0.18,5.0and

24,and〟were0.80and0respectively.
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Table1. Theapplieddoseandthelethaltimeofdichlorvosagainst10,40,100,
210and860mglarvaeofS.LiEura.

No.dosegroup Sc書,〟g/mJ Sv,〝J W,〃g T,hr

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10mgLayzlae
5×105
1×105
2×104
5×103
2xlO3

1xlO3

5×102
3×102
2×102

5
3
2

00
00
20
5
2
1
0
.
0
.
0
.

5
1

E3
鵬
11
25
65

.
0
.

0
0
0
0
0
1
4
2
6
1
2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

40mgLayvae
5×106
5×105
1×108
1×105
5xlO1
5xlO3

5×103
5×102
5×102 5

00
00
00
00
50
10
5
1
0
.

0
5
2
1

1 0
1
2
5
9

1
1
1
1
1
5
0
5

0
0
0
0
0
0
1
9
23

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0日
リ

1

2

3

4

5

6

7
8
9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

160

100mgLarvae
5×105
1×105
1xlO5

1×101
1×101
5×103
5×103
5×102
5×102
5×102

5
5

00
00
00
50
20
10
5
2
.
L
I

O
2
1

1 5
0
5
0

1
2
2
4

7
4
2
5

0
0
0
0

0
1
3
7
3
7
2
4

210mgLarvae
5×105
5×105
5×101
5×101
1×101
1×101
2×103
2xlO3
1×103

4

2

4

2

5

2
5

3

5

860mgLal･VaC
5×108
5×105
5×105
5×104
5xlO4
5×101
5×103

5×103
5xlO3

6

4

2
0

4

2
0

7

6

00
oo
00
00
50
20
_0
6

5

0
0
2
1

2
1

0
2
1
5

2
2
3
4

7
8
0

0
0
0
0

0
1
5
3
9
2
4

㈱
㈱
㈱
500
200
畑
50
35
30

3
2
1

5
0
5
5

4
5
5
6
0
8
1

0
0
0
0

1
1
5
8
6
1
5

Sc:Concentrationoftheinsecticideinthesolutionused
Sv:VolumeofthesolutionappliedagainstalarvaofS.ll'tura
W :Applieddoseagainstthelarva
T:Lethaltimeofthelarva,meanof5larvae
ThesesymbolsarealsousedinTables2,3,4and5.
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Table2. TheapplieddoseandthelethaltimeoEmalathionagainst10,
40,100and210rnglarvaeofS.lJ'Eura.

No.dosegroup Sc+,/Lg/ml Sv,〃l W,/Lg T,hr

)0mgLGrVae
1

2
3
4

5

6

7

8

9

伊

e>
伊

が

.0

.-0
び

び

が

1
1

I
1
1
1

1
1

1

X
X
X

X
X
X

X
X

X

5
5

1
5
2

1
5
2

1

5

1

0
1

1
1

1

1
1

1

00
50
00
50
20
10
5
2

1

5

2
1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

40mgLarvae

5×101

1×105
5×101

5×101

1×101
1×101

5×103
2x103
2×103

LL'

LL)

2

2
2

1
2

1
1

1

1

㈱

250
㈹
5｡

2｡

10
5
3
2

日
H

5

5

2
2

3
5
9

5

5

0
0

0
0

0

1
3
4

1

1

5

4
7
1
7

0
0
1
1
4

8

2
3
5

2
6
9

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

100mgLarzlCC

5×105
5×103
5×108

5×101

5×101
5×101

2×103

2×103 5

3
2
1

5
2

1
5

3

紺
㈱

紺

250

畑

50

10

7

1

1

防

.
8

.
0

.
4

.
4

.

0
0

l
1

2
4

4
5

5

11

210mgLarzIGe

5×105
5×105

1×105
1xlO5

2×101

1×101
1×101

1×101

4
2
5
2
5
5
3

2

㈹

㈱
500

200

畑5｡
30

2

2

1

59
3

7

0

3

0
1

1

3

5

3
4

0

1
3

41

★SymbolsaresllOWninfootnotesTable1.
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Table3. Theapplieddoseandthelethaltimeolparathionagainst10,
40,100,210and700mglarvaeofS.litura.

No.dosegroup Sc+,FLg/ml Sv,FEZ W,FLg T,hr

1

2

3

4

5

6

7
8

10mgLayvae
2×105 1

1×106 1

2×101 1

5×103 1

2×103
5×102
3×102

1×102

1

2
3

4

5

6

7

8

5
3

1

0
0

0
5

2

0
0

0

0
0

2

2

1 5
4
4

7
5
1

0

0

0
1
3

5
8

0

1

2

6

40mgLarvae
lxlO5
1×105

1xlO4
1×104
5×103
1×103
5×102
1×102

2
1

2
1
1
2

1
2

5
2

00
00
20
10
5

2

0
.
0
.

2
1

8
9

3
9

0
5

0
0

1
1
3
6
4

5
3
7

1
2
3
4
5
6
7

100mgLarvae
5×104
1×104
5×103

5×103
5×102

5×102

5×102

5
5

2
1
4

2

1 5

0
0
0
5

2

1
0

5
5

1

2 3

7

5
5

1

1
3
5
4

8
1

1

3

8

1

2

3

4

5

6

7

8

210mgLarvae
lxlOB

l×106
5)く101

1)く101
1×101
1×103

1×103

5×102

5

2
2

5
2
5
2

2

oo
00
00

50

20
5
2

1

5

2
1

8

0
2

5
8

1

2
2

2
3

1
4

8

1

3

9

1
2
3
4
5
6
7
8

700mgLarvae
lxlO6

1×105

1×101

1×101

1×104

1×103
1×103
1×103

10

5

0

5

2

0
5
3

1

1

o
0

0
0

0

O
5

3

0
0

0

5

2

1

0
5

1

1 4
6

6

8

3
3

4

5

0

9

6
0

1

1

5
2日H

*SymbolsareshowninfootnotesofTable1.
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Table4. Theapplieddoseandthelethaltimeofγ-BHCagainst10,40,
120and380mglarvaeofS.LLhLra.

No.dosegroup Sc+./Lg/mE Sv,/A W,FLg

1
2
3
4
5
6
7

8

10mgI.aruae

5×100

1×105
2×101

1xlO1
2×103
1×103

5×102

2×102
5

2

0
0

0
0
2

1

0

0

0

0
2

1

5

｢▲

0

3
5

2

2
3

5

0

6
5

0

0
0

0

2

3
0

1

1

5

40mgLayvae

1

2

3
4

5

6

7

5×105
1×10Jl
l×105
1×101
1×101
2×108

2xlO3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

5

5

2
2
1
2

1
2
1

0

0

0

0

0

5

3

00

20

10

2

1

日
H 54

6

8
5

5

0

0
0

2
5
7

2

1

8

120mgLarzlaC

2×1015
1xlO5

1×105
2×101

1×101
1×101

1xlO4
2×103

2×103

5

5

5
5

2

5
5
2

2
5

3

㈱
M
E蒜
50
25

20

10
7

1
5

7
9

3

0
0
9

8

o
o

L

2
3
6

8

0
5

4

21

380mgLarvae
1

2

3

4

5

6

7

2×105
2×108
1×108
5×101

5xlO4
1×104

1×101

0

5
5

4
2
5

2

1 ㈹

㈹

50｡

200

100

50

20

2

1

5
9
3
4

0

1
1

2
3
6

4

6
1

14

*SymbolsareshowninfootnotesofTable1.

63



防 虫 科 学 第 41 巻-1V

Table5. Theapplieddoseandthelethaltimeoicarbarylagainst10,40,
100,380and750mglarvaeofS.tiEura.

No.dosegroup Sc*,FLg/mL Sv,i,I W,FLg T,hr

1

2

3

4

5

6

7

lOmgLarvae
1.5×106

7.5xlO4

2.5×101

1 xlO4

5 〉く103
1 x103

5 ×102

1
2
3
4
5
6
7

8
9
01

5

0
5

5

0

5
1

0

0
7

2

1

3 0

8

5

5

1

1

3

7

5

0

0

0

0

1
小
3

5

1

4

40mgLayvac
2.5×105
2.5×106

5 ×104
5 ×101

2.5×101
1 ×101
1 ×101

2.5×103

1 ×108

1 ×103

3

2
2

1
1
2
1

2

2
1

100mgLarvae

0

0

0

0

5

0
0

5
2

1

5

0

0

5

2

2
1

7

5

1

5

5

2

2

4

7
2

5
0

5

0

0

0

0
1
小
1
3

6

5
9

2
6

1
2
3
4
5
6
7

8
9

08

伊

.O

..O

.ro

..O

び

び

0

1
1

1

1

1

1

1
1

1

×
×

×

×

×

×

×
×

×

2

2

5

1

1

1

1

1
1

5

5

2
4

5

2

1

5
3
2

380mgLarvae

的
00
00
50
25
】0
5
3
2

0
4
2

1 3

45

6

6

0

0

o

o

o
L

3

8

1

3

8

2
6

9

1
2
3
4
5
6
7

8
9

o

B

ぴ

1o
Yo

Yo
び

び

伊

1

1
1

1
1

1
1

1

1

X

X
X

X

X

X

X

X

X

3

2
1

5

5

1

5

5
5

5

5
5

4
2

5

4

3

2

帥

㈹紺
200

m

5｡

20

15

10

1

1

6

お

.
1
月

.
2

.

0

O
l
1
3

6

4

7

0

2
4

31

1

2
3
4
5
6
7
8

750mgLarvae
2.5×105
2.5×105

7.5×lot

7.5×101

1.5×101

I.5xlO1

5 ×103

5 xlO3

10

5

0

4

0

5

0

6

1

1

1

00

00

50

00

50

75

50

30

5

5

7

3

1

2

1
9
3

6
5

5

0
1

1
2

4

1

5

6

1
2

41

*SymbolsareshowninfootnotesofTable1.
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Table6. Theapplieddoseandtllelethaltimeordichlorvosagainst10,
25,60and180mglarvaeofG.mctLonella.

No.dosegroup Sc+.I,ど/ml Sv,FLL W,FLg T,hr

1

2
3

4
5
6
7

10桝gLaruac
5×108 1

lX108

2x101

1xlO1
2×103

1×103

3×102 3

00
00
20

m
2

1
0

5
1

0

2

1

1
2

3
9

5

0

0

0

0

0

2
52

25mgLartlaC

1
2

3

4

5

6

7

8

9

伊

伊

yoYo
lo
が
伊

が

伊

1
I

1

1

1
1
1

1
1

X

X
X

X

X
X
X

X
X

5

1
5

1

1
5

1
1
5

1
2

3

4

5

6

7

8

60mgLarvae
5×106
1×106

5×101

1xlOl
lxlO1
5×108

1x103

1×103

5

00

00
50

20

10

5
2
1

0
.

5

1

5

0
5

1

2
2
4
6

1

0

0
0
0

0
1

3
9
27

00
00
50

20

m
5
2
1

5

1
-

5
5

5

2
3

J｢
8

3

0

0
0

0

1
3

2
0

1
9

180mgLaruae
1

2

3

4

5

6

7

8

9

び

び

が

び

び

04
04

が

0

1

1

1

1
1
1
1

1

1

×
×

×
×
×
×
×

×
×

5
5

1
1
1
1

1
2

2

4

2
5

2
1
5
2

5
3

㈹

㈱
M
m
m
50

20
10
6

2

1

40
43
48
6

7
1
6

0

0
0
0
.
0
.
0
1
.
2
9

021

*Sc:CorlCentrationoftheinsecticideinthesolutiontJSed

Sv:VolumeofthesolutionappliedagainstalarvaofG.mettoncLta
W :Applieddoseagainstthelarva
T :Lethaltimeofthelarva,meanof5larvae

ThesesymbolsarealsousedinTables7and8.
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Table7. Theapplieddoseandthelethaltimeofparathionagainst10,
25,60and180mglarvaeofG.meLtonetla.

No.dosegroup Sc*,FLg/mL Sv,FLI W,FLg T.hr

1
2

3

4

5

6

10mgLarzJae

4×108

2xlO5

5×104

2xlot

1×104

2xlO3

0

0

0

0

0

2

0

0

5

2

1

4

2 7
7

3
5

0

9

8

1

1

9

1
2

3

4

5

6

25mgLayvae
4×105 2

2×105 1

5xlO4 1

1×101 2

1×101 1

2×103 1.5

0
0

0

0

0

3

0
0

5

2

1

8

2

1

2

3

4

5

6

7

8

60mgLarvae

4×106 5

4×108 2.5

1×105 2

1×105 1

5×101 1

1×104 2

1×101 1

2×103 2.5

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

0

0

5

2

1

0

0

2

1

2

1

5

5

6

9
7

5

0

1

3

21

0

4

8

8

0

2

6

3

5

0

1

1

1

3

8

51

1

2

3

4

5

6

7

8

180mgLarvae

4×108 7.5

4×108 2.5

1×108 5

1×105 2

1×108 1

1×104 5

1xlO4 3

1xlO4 2

oo

oo

oo

仙

00

50

30

2

0

0

5

2

1

3

1

4

5

6

9

7

8

2

0

1

1

1

1

2

4

1

4

1

2

*SymbolsareshowninfootnotesofTable6.
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Table8. Theapplieddoseandthelethaltimeor㍗-BHCagainst10.25,
60and180mglarvaeofG.melLo〃ctla.

No･dosegroup Sc'./Lg/mL Sv.FLL W,FLg T,hr

1
2

3

4

5

6

10mgLartlGe

5×103 1

1×101) 1

5x101 1

2×101 1

1×104 1

2xlO3 1

00

00

50

20

10
2

5

1 5

4

6

9

7

5

4

1

3

41

1
2

3

4

5

6

25mgLayvac

5×105

5×108

1×108

5×101

2×101

5x103

2

1

2

1

1

1

oo｡

醐

20｡

50

20

5

日
り

60mgLarvae

5×100 4

5×108 2

5×108 1

5×101 4

5×101 2

5×101 1

1×101 1

㈹

㈱

抑
抑
畑
50
1

2

1

2

7

cc
0

1
8

0

1

2
4

81
一

5

9

0

2

4

1寸
6

5

1

1
一
1

2

4

12

1

2

3

4

5

6

7

180mgLayvac

5×105

5×108

5×108

5×108

5×101

5xlOl

lxlOl

6

4

2

1

4

2

3

㈱

㈱

㈹

紺

20｡

100
3

3

2

1

7

9

2

6

2

8

5

1

1

2

2

4

7

42

*SymbolsareshowninfootnotesoiTable6.
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Table9. ValuesofW,Wo,T,T｡andK fordichlorvosagainst10,40,
100,210and860mglarvaeofS.h'tuya.

W*,〝g Wo,〃g T,hr To,hr K,〝g･hr

5
3
2

0
0
0
5
2
1
0
0
0

0
0
2

5
1

10mgLarzJae
0.2 0.05
0.2 0.6
0.2 0.ll
0.2 0.25
0.2 0.65
0.2 1.4
0.2 4.0
0.2 12
0.2 26

5

oo
00
00
00
50
10
5
1
0
.

0
5
2
1

1
40mgLayvac

0.5 0.10
0.5 0.ll
0.5 0.12
0.5 0.15
0.5 0.19
0.5 0.5
0.5 1.0
0.5 9.5
0.5 32

5
5
5
5
5
5
5
5
5

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

00
08
粥
08
08
19
2

0
1
1
0
1
1
1
1
0

1

1

1

1

1

1

1

l

1

0
0

0

0

0

0

0

0

0

00
99
98
46
%
腿
2

0
5
3
4
4
3
4
4
0

㈹
Ne
_8
50
認

5
=
･
=
･
1

1

㈱
㈱

cqg
10050
20

10
6
5

2

1

100mgLarvae
O.15
0.20
0.25
0.4
0.7
1.4
3.2
7.5
23
47

5
5

5
5

5
5
5
5
5
5

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0

5
0

9

9
3
4
3
2
0
4

0
9

9
2
0
1
2
1
1
0

1
1
1
1
1
1

210mgLarvae
5 0.20
5 0.22
5 0.31
5 0.45
5 0.7
5 1.8
5 5.0
5 23
5 49

2
2
2

0
0
0
0.2
0.

0
0
0
0

2
2
2
2
2

oo｡
㈹
㈱
.DS
N8
畑
50
35
3

3
2
1

860mgLarvae
30 0.45
30 0.50
30 0.55
30 0.65
30 1.0
30 1.8
30 5.1
30 18
30 56

5
5
5
5
5
5
5
5
5

.4-
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0

9
5
8
5
0
0
8

0
19
21
23
22
別
封
22
0

5
0
0
5
5
0
8

0
98
97
91
93
3
;
93
87
0

W :ApplieddoseoftheinsecticideagainstalarvaofS.ll'tura
Wo:Theminimum applieddoseoftheinsecticide
T :Lethaltimeofthelarva
T｡:Theminimum lethaltime

K :Theproductof(W-Wo)and(T-To)
ThesesymbolsarealsousedinTables10,ll,12and13.
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Table10. ValuesofW.Wl.T,Tland冗 formalathionagainst10,40,
100and210mglarvaeoES.LLLura.

W■.〃g Wo.′･g T.hr To,hr K,〝g･hr

LOmgLarzlae

5
8
7

3
7

2

8

0

2
.4
4

3
1

3

3
0

1
1
1
1
1

1

1

2

2

2

2

2
2

2

2

2

0
0

0

0
0

0

0

0

0

2
25

35
5

9
5
5

0
0
0
0

0
1
3

4

1
1
5

00

50

00

50

20

10

5

2

1

5

2

1

40mgLayvae

4
8
4

8
8

8
6

0

74
58
62

朗
60

田
62
0

4
4
4

4

4
4
4
4

4

0

0

0

0

0
0
0
0
0

▲l｢
7
-

7

o

o
I

L
4

8
22
63
95

2

2

2
2

2

2

2

2

2

㈹

250

㈹

50

20

10

5

3
2

1

100mgLarzlOe

0

9
3

2
3
6

0
0

4
7

8
6

6

6

1

1

1
1

1

1

65
65
65

65
65

防
65
6

0

0
0

0
0

0

0
0

0

3

0

9

8

2

5

0

a
;
36

36

封

36

3

5

5
5
5

5
5
5

5

9
9
9
9
9
9

9

9

0
0
0
0

0
0
0

0

56

8
0

4

4

5

0

0
1

1
2

4

4
5

5
11

7
7
7

7

7

7

7

7

M

㈱

帥

250

珊
50
10
7

1

1

210hgLarvae

59

3
7

0
3

0
.
-
I
-
4
3
.
5
.
13
割

401

0
0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

2

2

2

2

2

㈱

㈹
帥
洲
100

50
30

2

2
1

+SymbolsareshowninfootnotesofTab一e9.
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Tablell. ValuesoiW,W｡.T,T｡andK forparathionagainst10,40,
100,210and700mglarvaeofS.Litura.

W*,〝g Wo,〟g T,hr To･hr K,〃g･br

lOmgLayvae

00
87

39

13

糾

5

0

5
5

5

5

5

5

0

4

4

4

4

4

4

4

4

0

0
0

0

0

0

0

0

5

4

4

7

5

1

0

0

0

1

3

5

8

0

1

2

6

1

1
1

1
1

1
l

1

0

0

0

0

0

0

0

0

5

3

1

0

0

0

5

2

0

0

0

0

0

2

2

1

40mgLayvae

.
98

.
90

.
8

.
6
3

粥

0
9

9

0

0
0

9

0

日り
r:

8

8

8

8

8
8

8

8

0

0
0

0

0

0

0
0

8
9

3

9

0
5

o

o

1

L

3
6

4

5
3

7

2

2

2

2
2
2

2

2

0

0

0

0

0
0

0

0
5

2

0

0
0

0

5

2

0
0

0

0
2

1

2

1

100mgLarvae

8

9

9

1

4

0

9

0

8
9

8

0

1

2

1

1

1

3

3

3

3

3
3

3

1

1

1

1

1
1

1

8

6

3

0

8

2

0

9

8
4

8
6

2

0

3

3

3

3

3

3

8
8

8

8
8

8
8

8

◆⊥
l

1

1
1

1
1

1

3

7

5

5

1

1

3

5

.4
8

1

1

3

8

5

5

5

5

5

5

5

0

0

0

0

0

0

05

0

0

0

5
2

1

0

5

5

1

2

PlomgLarvae

8
0

2

5

8

1
2

2

2

3

1
4

8

1

3

9

4

0

9
6

3

2

9

5

0

9
1

1

1

0

0

1

1

1

1

1

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

5

2

1

0

0

0

5

2

5

2

1

700mgLarvae

4

6

6
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*SymbolsareshowninfootnotesofTable9.
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Table12. ValuesorW,Wo,T,ToandK forγ-BtiC 叩ainst10,40.
120and380mglarvacofS.lJ'Lura.

W書./･g Wo,I′g T,hr To.hr K./.g･hr

5

2
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00
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2

1

0
.
0
.

5

1
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0.2 0.20
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0.2 3.6
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2

2

2

2

2

2

2

2

0
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0

0

0

㈹
抑
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5

3
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3 0.45
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3 0.8

3 2.5

3 5.5

3 17
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5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

0

0

0

0

0

0

0
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粥

別

封
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0

0

2

2

2

3

2

3

0

6

0
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0
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4
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3
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3

3
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7

0

5

2

1

1
一

120mgLarvae

7 0.7

7 0.95

7 1.3

7 2.0

7 3.0

7 6.9

7 8.8

7 40

7 125

7

7

7

7

7

7

7

7

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

oo

00

00
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0

0

5

2

1

2

1

380mgLarvae

20 1.5

20 1.9

20 2.3

20 3.4

20 6.0

20 14

20 146

5

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

0

幻

t6

21

08
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18

0

1

1

1

1

1

1

1

0
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0
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0

39
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8
;
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*Symbolsaresl10WninfootnotesofTable9.
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Table13. ValuesofW,W｡.T,T｡andK forcarbarylagainst10,40,
100,380and750mglarvaeofS.litura.

W*,〝g Wo,〃g T,hr To,hr K,〃g･hr

5

00
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5

1

0
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0

粥
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0
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6

6

6

6
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5

2

1

7

5

1
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0.7
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69

2

2

2
2

2

2

2

2

2

2

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

5

0

7

2

2

8

0
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別

封

別

24
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25

別

0

㈱
㈹

抑
50

25

10
5
3

2

r:
}00mgLayvac

2 0.3

2 0.45

2 0.6

2 1.6

2 3.0

2 8.0
2 21

2 63

2 98

帥

㈱
抑

加

100

50

20

15

1

日り
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3

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

380mgLarvae
10 0.6

10 0.85

10 1.1

10 1.8
10 3.2

10 6.5

10 24

10 47

10 130

6
6
6
6
6
6
6
6
6

0
0
0
0
0

0
0
0
0

7

4

4
1

6
1

7

0

9

9

2

2

L
2

3

0

5

5
6

6

6
6

6

0
248

245

瑚

243

跳
糾

m

o
00

00

50

00

50
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30

5

5

7

3

1

2

1

750mgLarvae
30 0.9
30 1.3

30 1.6

30 2.5

30 4.5
30 11

30 25

30 146

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0
.
0

0

80
糾

32

32

55

82

0

4

5

4

4

4

4

*SymbolsareshowninfootnotesofTable9.



防 虫 科 学 界 41 巻-ⅠV

Tab一e14. ValuesoIW｡,T｡andKforfiveinsecticidesagainstthevarious
instarlarvaeofS.tiEura.

Tnsccticides 如 蒜cw Tpi,n.iiTcgT .T.ihniTum K･pg･hr

'nstar 監 'dosc/I,gWo timeh･rTo Range Mean

2 10 0.2 0.05 0.96-I.20

3 40 0.5 0.1 3.96-5.00

DiChlorvos 3 100 1 0.15 9.90-12.3

4 210 5 0.2 19.9-23.8

6 860 30 0.45 87.8-98.5

1

4

1

5

1

4
1

3

4

1

2

9

7

7

8

7

7

2

1

8

8

1

5

1
7

0

4

8

4
1

0

0

0

1
3

8

1

0

4

0

6

0

1

4

1

2

4

1

2

9

2

3

3

4

nOLn▲■■aaM

1

2

7

02

1｡

4｡

畑
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13

糾

66

5

1

3

7

7

6

6

2

2

0

0

1

8

1

5

0

1

1

1

4

1

4

8

13

朗

65

5

1

3

9

.
4
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69

4

4

1

3

1

7
1

1

1

[

7

8
.
9

5

1

8

4

3

1

5

1

3

5

5

2

4

6

9

0

0

0

0

2
3

3

4

6

n.tOharanr

10

40

00

川

00

1

2

7

0.1 0.4 5.00-5.97

0.2 0.8 9.90110.8

0.5 1.3 18.4-20.9

1 1.8 32.2-39.8

3 3.4 99.4-116

5

5

5

0

9

5

9

1

1

3
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6

6

5

6

6

3

7

6

9

4

6

6

3

2

3

8

7

6
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0

0

2
5
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2

4

8

2

5

0

9

6

9

1

1

3

01

CHBγl

2
3

4

5

20

3

7

20

0

0

0

0

1

4

2

8

1

3

5

2

4

7

5

0

0

0

1

2.72-3.24

29.6-35.4

105-123

342-392

3

3
3

3

3
1

7

1

3

6

5

7

5

815

朗

19

.

0

2

6

7r:

99

4

7

8

2

3

4

0

3

1

7

1

3

2

3

3

5

6

50

1

2

0

0

1

3

10

40

00

80

50

1

3

7

1

2

3

6

9

0

0

0

0

0

5.9616.45

24.0-25.2

59.4-63.7

228-248

432-504

2

8

6

6

4

2

5

5

2

6

㌶

46

5
8

7

7

6

5

1

6

7

2

5

1

3

4

1

7

o

o

L

7

22

20

8

4
1

1

6

4

1
6

4

2

6
g3
46

*Kcal:Ca一culatedvaluesthatweresubstituteda,BandM ofeachinsecticideforequation

K-aM+B,whereafordichlorvos,formalathion,forparathion,forγ-BHCand

forcarbarylare0.ll,1.7,0.15,1.0and0.62,andB fortheseinsecticidesare0,

-4.0,4.0,-7.0and0,respectively.
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Table15. ValuesofW,Wo,T,Toand冗 fordichlorvosagainst10,25,
60and180mglarvaeofG.meLLoncLLa.

W*,FLg Wo,FLg T,hr To,hr KIFEg･hr

lOmgLarvae
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0

0

0
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1

0

0

0
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1
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3
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3
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0
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0
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0
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0

0

0

0

0

0

0

0
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0

5

1

2

2

4
6

1

0

0

0
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1
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0

60mgLarvae
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1
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5
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0
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4
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180mgLarvae
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4
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0

0

0

0

0
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4
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0
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8
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8

4

0
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糾
o

W :ApplieddoseoftheinsecticideagainstalarvaofG.meLloneLla.
Wo:Theminimum applieddoseoftheinsecticide
T :Lethaltimeofthelarva

To:Theminimum lethaltime

K :Theproductof(W-Wo)and(T-To)
ThesesymbolsarealsousedinTables16and17.
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Table16.ValuesorW,Wo,T.ToandKforparathionagainst10,25,
60and】80mglarvaeofG.metlo〝ctla.

W+./Jg Wo,/Lg T.hr To.hr K,IJg･hr
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*SymbolsareshowninfootnotesofTable15.
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Table17. ValuesofW,Wo,T,ToandK for㍗-BHCagainst10,25,60
and180mglarvaeofG.mello〟cLla.

W*,〝g Wo,〟g T,hr To,hr K,〝g･hr

0
0
0
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0
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5
5
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1
1
1
1
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0
0
0
0
0
0
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0
0
0
0
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0
0
0
5
2
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7
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*SymbolsareshowninfootnotesofTable15.

Table18. ValuesofWo,T｡andKforthreeinsecticidesagainstthevarious
weightlarvaeofG.metLoneLla.

Insecticides

Weight Minimum Minimum
of applied lethal

larvae dose,Wo time,To
M,mg FLg hr

Range Mean S.D.

Dichlorvos

10 0.3 0.1 1.36-1.99 1.79 0.249

25 0.5 0.15 4.28-4.98 4.58 0.312

60 1 0.25 9.45-ll.8 10.4 0.689

180 6 0.4 28.2-39.5 33.2 4.15

0

5

0

0

1

2

6

8日H

nOしいaraP

2
3

5

02

3 126-139 130.8 4.98

5 197-212 205.8 5.85

8 360-398 381.3 12.0

14 900-1040 980 42.4

10 2 4 234-248 242 5.32

25 5 7 585-630 606 17.6

60 10 9 1350-1485 1447 49.9

180 30 17 3940-4850 4308 261.4

●Kcal;Calculatedvaluesthatweresubstitutedα,β andM ofeachinsecticideforequation
K-dM十月,whereαfordichlorvos,forparathionandlorγ-BHCare0.18,5.0and
25,andBfortheseinsecticidesare0,-4.0andorespectively.
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